
し
た)

と
、
八
俣
ふ
き
の
芽
祭
り
は

事
の
一
つ
、
ふ
き
の
芽
一
座
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

お
芝
居
や
住
民
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
等
を

止
に
伴
い
、
昨
年
度
に
続
き
今
年
度

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
開
催
決
定
の

も
中
止
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
知

際
に
は
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
及
び

ら
せ
致
し
ま
す
。
過
ぎ
行
く
夏
を
惜

ご
観
覧
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

し
ん
で
櫓
を
囲
み
心
を
一
つ
に
し
て

す
。

踊
る
盆
踊
り
の
八
俣
ふ
き
の
芽
ま
つ

結
び
に
、
私
事
で
恐
縮
で
は
あ
り

り
は
、
踊
る
人
に
も
見
る
人
に
も
大

ま
す
が
、
会
長
就
任
時
「
子
供
達
に

ご
あ
い
さ
つ

き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
と

日
本
一
の
ふ
る
さ
と
を
」
と
の
思
い

煙
る
よ
う
な
雨
の
降
る
梅
雨
空
、

思
い
ま
す
。
今
回
も
中
止
と
な
り
、

を
目
標
に
し
、
一
意
専
心
努
め
て
参

や
が
て
本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
折
、

誠
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

り
ま
し
た
、
早
く
も
三
期
目
を
迎
え

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び

よ
う
な
状
況
の
た
め
と
ご
理
解
い
た

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

申
し
上
げ
ま
す
。

だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

え
に
諸
先
輩
を
は
じ
め
第
十
九
地
区

日
頃
よ
り
八
俣
ふ
き
の
芽
会
運
営

長
期
間
、
先
の
見
え
な
い
「
我

(
八
俣
区
長
会)

各
行
政
区
長
の
皆
様

に
つ
き
ま
し
て
は
、
深
い
ご
理
解
と

慢
」
に
誰
も
が
神
経
過
敏
な
状
態
の

と
地
域
の
皆
様
の
ご
指
導
の
賜
物
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

折
、
待
ち
に
待
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

ま
す
。

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

か
ら
も
目
標
に
向
か
い
邁
進
い
た
し

さ
て
、
例
年
地
域
の
皆
様
に
多
大

れ
か
ら
は
、
多
少
な
り
と
も
明
る
い

ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力

な
る
ご
協
力
を
頂
き
開
催
し
て
ま
い

話
題
を
お
伝
え
出
来
る
日
が
来
る
こ

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

り
ま
し
た
令
和
三
年
度
定
期
総
会(

と
を
願
う
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
す
。
八
俣
ふ
き
の
芽
会

書
面
議
決
に
て
各
議
案
可
決
さ
れ
ま

八
俣
ふ
き
の
芽
会
で
は
、
春
の
行

会
長

小
林

浩
二

第
２
７
回
「
ラ
ブ
ユ
ー
ふ
き
の
芽
ま
つ
り
」

八
俣
小
ま
つ
り

模
擬
店
出
店

ふ
き
の
芽
一
座
公
演

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
る
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「ふきの芽」は毎月下旬に八俣小学校区、約2,500世帯に配布されます

ふ き の 芽

ふ
き
の
芽

ヒペリカムはオトギリソウ属オトギリソウ科に所
属。多年草です。中国原産で日本や朝鮮半島の山野
に自生。６～７月に掛けて鮮やかな黄色い花を咲か
せる。秋には赤やビンクの実がつき花束やアレンジ
メントに利用される。和名「弟切草」オトギリソウ。
名前の由来は平安時代、ある鷹匠の男が、ヒペリカ
ムを原料にした薬のことを秘密にしていたところ、
その弟が第三者に秘密をもらしたため、兄の怒りを
買って、切り殺されたという伝説がある。
年間を通して楽しめる草花として人気がある。

お詫びと訂正 先月号掲載の関根文枝さんは,
山田行政区在住でした。訂正してお詫びいたします。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
ヒ
ペ
リ
カ
ム
」

沼
影
行
政
区
の
初
見
園
芸
さ
ん
の
花
畑
に
、
輝
く
よ
う
な
黄
色

い
花
と
真
っ
赤
な
実
を
い
っ
ぱ
い
に
付
け
、
道
行
く
人
々
の
目
を

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

６
月
６
日
撮
影

2021年 6月25日

待
ち
に
待
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
り
、
よ
う
や
く
先
が
見
え
つ
つ
あ
る
「
ふ
る
さ

と
八
俣
の
輝
き
」
を
期
待
し
て
皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う

八俣ふきの芽会役員

役職 氏 名 行政区

会 長 小林 浩二 沼影第二

副会長 内藤 修 かし山

副会長 中西 一郎 小立野第二

会 計 星田 定夫 南

会 計 鈴木 和枝 谷貝北

監 事 風見 喜代次 米 倉

監 事 荒川 篤志 かし山

事務局長 野村 竹男 沼 影

顧 問 篠原 英二 大 綱

顧 問 小神野 剛志 八俣小校長

参 与 鈴木 務 古河市議

令和２年度 事業報告
実施日 事業内容 場 所
R２年５月 総会

コロナ禍対応で書面議決
R２年５月～ 毎週月曜日あいさつ運動 八俣小

みんなで八俣を護り隊
R３年５月 会計監査 改善センター
R３年５月 役員会議 改善センター

定期総会開催について
R２年度事業報告・決算報告
役員改選について
R３年度事業計画・予算について

令和２年度 収支決算書(単位:円)
【収入の部】
科目 予算額 収入済額 比較増減
会 費 230,000 232,000 増 2,000
補助金 1,420,000 480,000 減 940,000
雑収入 2,046,000 135,002 減1,910,998
繰越金 73,379 73,379 0
合 計 3,769,379 920,381 減2,848,998

【支出の部】
科目 予算額 支出済額 比較増減
会 費 10,000 0 減10,000
事務局経費 50,000 26,618 減23,382
会議費 50,000 16,318 減33,682
事務費 50,000 0 減50,000
接待交際費 100,000 10,000 減90,000
消耗品費 30,000 0 減30,000
雑 費 25,000 0 減25,000
事業費 3,211,000 411,346 減2,799,654
予備費 243,379 0 減243,379
合 計 3,769,379 464,282 減3,305,097
（詳細については回覧板にて閲覧済み）

前期繰越金 73,379 円
収入総額 847,002 円
支出総額 464,282 円
次期繰越金 456,099 円

令和3年度 事業計画

R3年5月 定期総会 コロナ禍対応で書面議決

R3年5月～ みんなで八俣を護り隊

八俣小立哨・あいさつ運動継続

R3年9月4日 「ラブユーふきの芽まつり」※中止

R3年10月 「八俣小まつり」模擬店出店

R4年3月6日 「新春ふきの芽一座」公演

R4年5月 役員会 総会準備ほか

令和3年度 予算書 (単位:円)

【支出の部】

会 費 10,000 古河市コミ協会費

事務局経費 50,000 事務所・保険ほか

会議費 50,000

事務費 50,000

接待交際費 100,000

消耗品費 30,000

雑 費 25,000

事業費 3,211,000

予備費 626,099

合 計 4,152,099

令和3年度 予算書 (単位:円)

【収入の部】

会 費 230,000 2300戸×100円

補助金 1,420,000 運営助成金

新聞助成金

イベント助成金

雑収入 2,046,000 広告・ベント賛助金

模擬店収益ほか

繰越金 456,099

合計 4,152,099

※「ふきの芽まつり」が中止のため前年度に準ずる

事業費になると予測されます。

みんなで八俣を護り隊
行政区 氏 名
南 大久保 友人

中 里 大島 勝美
新々田 梅原 恵子
大 綱 竹村 博之
米 倉 竹村 正男

吉葉 幸弘
清 水 佐藤 克秀
赤 松 川上 幸男

川上 悦弘
沼 影 竹村 晃一
沼影第二 生井 道夫
小立野 加藤 茂
小立野第二 中西 米子
笹 原 中村 寛
谷貝北 初見 智
谷貝中 初見 実
山 田 八城 重彦
かし山 内藤 修
長左ェ門新田 田辺 信之

▲会長 小林 浩二



５
月

日
、
東
山
田
調
整
池(

き
ら
め
き
湖)

の

６
月

日
、
八
俣
小

午
前
と
午
後
、
二
回
に
分
け
て

30

22

駐
車
場
で
八
俣
地
区
消
防
団
の
合
同
訓
練
が
行
わ

学
校
で
文
化
庁
後
援
、
文

上
演
さ
れ
、
午
前
は
低
学
年
、
午

れ
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
会
場
に
は
古
河
市
第

化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成

後
は
高
学
年
が
鑑
賞
し
た
。

22

・

・

分
団
の
団
員
が
勢
揃
い
し
た
。
当
日
は

事
業
の
巡
回
公
演
が
開
か

午
後
の
部
に
は
、
通
学
時
の
バ

23

24

指
導
者
と
し
て
古
河
市
消
防
団
、
菊
田
信
夫
団
長

れ
た
。
前
回
、
「
能
」
の

ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ
て
い
る
地

及
び
本
部
員
６
人
と
古
河
市
消
防
署
員
が
参
加
し

鑑
賞
を
行
っ
た
が
今
回
は

域
の
皆
さ
ん
も
招
待
さ
れ
、
貴
重

た
。
令
和
３
年
度
と
な
っ
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

劇
団
「
影
法
師
」
に
よ
る

な
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ
。

過
去
２
年
間
合
同
訓
練
が
見
送
ら
れ
て
い
た
。
火

中
国
影
絵
の
上
演
を
行
っ

公
演
に
先
立
ち
６
月

日
に
、

11

災
の
多
発
や
自
然
災
害
の
脅
威
に
危
機
感
を
抱
い

た
。
中
国
影
絵
は
長
い
伝

高
学
年
の
皆
さ
ん
は
劇
団
員
と
一

た
古
河
市
消
防
団
は
海
温
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
自

統
を
積
み
重
ね
た
貴
重
な

緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

然
災
害
の
多
発
が
予
測
さ
れ
る
昨
今
を
鑑
み
、
新

文
化
資
産
で
、
一
番
の
特

影
絵
の
人
形
づ
く
り
や
人
形
の
動

入
団
員
の
教
育
や
団
員
の
再
訓
練
が
必
要
と
判
断

徴
は
色
彩
豊
か
で
変
幻
自

か
し
方
を
学
び
体
験
し
た
。

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、
合
同
訓
練
に
踏
み

在
な
魔
法
の
よ
う
な
影
絵

今
回
の
公
演
に
も
参
加
し
劇
団

切
っ
た
。
な
お
、
八
俣
地
区
を
皮
切
り
に
今
後
市

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
影
絵
公
演
を

内
各
地
区
で
訓
練
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

行
っ
た
。

久
し
ぶ
り
の
訓
練
と
あ
っ
て
集
ま
っ
た
消
防
団

写
真
上
右
は
影
絵
の
人
形
作
り
に

員
は
真
剣
そ
の
も
の
で
張
り
詰
め
た
空
気
が
会
場

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
児
童
。
写
真
中

い
っ
ぱ
い
に
漂
っ
て
い
た
。

は
、
公
演
を
楽
し
む
児
童
。

当
日
は
、
規
律
訓
練
・
連
結
放
水
訓
練
・
座
学

写
真
左
は
ス
ク
リ
ー
ン
の
裏
側

が
実
施
さ
れ
、
消
防
署
員
や
本
部
役
員
の
説
明
及

び
指
導
が
行
わ
れ
た
。
。

第２９２号

広告の掲載申し込及びお問い合わせは、ふきの芽会事務局員へ

ふ き の 芽２０２１年６月２５日

市民の皆さまには、私たち消防団活動に、日ごろから多大なるご理解・ご支援を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。古河市消防団は、平成21年4月に統合され、団員定数426名のもと、団本部そして27個分団に再編いた
しました。
近年、消防団への要望は高まりつつあり、古河市消防団においても体制の充実を進めております。現在の

団員の約8割は会社員であり、市外への勤務者も多い中、迅速な火災または災害対応をするためのOB団員に
よる機能別団員を組織し、支援体制を整えました。さらに、予防消防の啓発のため、女性消防団員を任命し、
活動体制の充実を図ってまいりました。一方で、社会情勢や意識等の変化から、年々団員確保が困難な状況
となっているのも事実です。昨今、大規模な自然災害も多発している中、昨年の台風19号の対応など市民の
安全・安心を確保すべく、日々活動してまいりますので、古河市消防団へのご理解とご協力を賜りますよう、
お願い申し上げます。古河市消防団 団長 菊田 信夫 (古河市公式 HP 2020/2/7 掲載文から抜粋)

２年振りの合同訓練
八俣地区・２２分団・２３分団・２４分団

台
風
シ
ー
ズ
ン
や

火
災
に
備
え
て

当日、指導に当たってくれた古河市消
防団本部の皆さん。前中央 菊田 団長消防署員から消防車の操作手順を学ぶ

写真上は、新入団員への委嘱状交付 写真下は、座学で団員の心得を学ぶ

染谷 真有美 選手

東京オリンピック出場 空手女子組手 ６１キロ級
染谷 真有美 選手

日程 ８月５・６・７日 会場 日本武道館 第１９地区 区長会・八俣ふきの芽会・大綱大寿会
健闘を祈ります・目指せ金メダル！

初
め
て
の
皮
影
戯

六
年
二
組

初
見

莉
緒
菜

私
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
皮
影

戯(

ピ
ー
イ
ン
シ
ー)

を
初
め
て
見

ま
し
た
。
皮
影
戯
を
見
て
す
ご
い

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
鶴
と
亀
」
と
い
う
物
語
を

見
た
時
に
誰
も
言
葉
を
発
し
て
い

な
い
の
に
内
容
が
自
然
と
頭
に
入

っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
表
現
力
が

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
み
ん
な
で
お
人
形

を
作
り
、
劇
団
影
法
師
の
方
た
ち

と
も
関
わ
れ
た
の
で
と
て
も
い
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

六
年
一
組

初
見

寧
々

六
月
十
一
日
に
中
国
影
絵
人
形

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
そ
の
場
で
影
絵
を
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

初
め
に
劇
団
の
方
た
ち
が
、
鶴

と
亀
と
い
う
物
語
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
と
て
も
す
ご
か
っ
た

で
す
実
際
に
動
か
し
て
み
た
ら
見

た
目
以
上
に
難
し
か
っ
た
で
す
。

次
に
、
影
絵
の
人
形
を
み
ん
な

で
作
り
ま
し
た
。
本
物
の
人
形
は

牛
の
皮
で
作
っ
て
い
る
と
聞
い
て

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

中
国
影
絵
「西
遊
記
・三
打
白
骨
精
」

を
鑑
賞

八
俣
小
学
校

KOGA V.F.C

い
き
い
き

活
粋
や
ま
た


